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町の動き (3月1日現在)男4，930人(+4)女5，484人(ー12)計10，414人(ー8)世帯数3，242(+5)
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知
っ
て
お
き
た
い
選
挙
の
知
識

こ
と
し
は
、
選
挙
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
地
方
自
治
の
あ
り

方
を
方
向
づ
け
る
県
議
会
議
員
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
、
町
長
選
挙
な

ど
が
相
つ
い
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
政
治
に
反
映
さ

せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
一
票
は
暮
ら
し
を
よ
く

す
る
た
め
の
貴
重
な
。
意
志
表
示
。
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
任
せ
る

人
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
冷
静
に
、
悔
い
の
な
い
一
票
を

投
じ
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
の
一
票
が
正
し
く
政
治
に
生
か

さ
れ
る
た
め
に
は
、
選
挙
は
公
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
月
七
日
と
二
十
一
日
の
統
一
選
挙
を
前
に
、
私
た
ち
有
権
者
が
心
得

て
お
き
た
い
基
本
的
な
ル

l
ル
を
四
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
町

議
会
議
員
選
挙
を
例
に
と
っ
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一
一
選
挙
人
名
簿
に
の
っ
て
い
ま
す
か
一

O
有
権
者
と
は
・
・
・

0
選
挙
権
は

①
投
票
日
ま
で
に
満
二
十
歳
以
上

で
あ
る
こ
と
。

②
選
挙
管
理
委
員
会
が
定
め
た
日

を
基
準
に
し
て
、
町
内
に
三
か
月
以

上
引
き
続
い
て
住
ん
で
い
る
こ
と
。

選
挙
権
が
で
き
た
ら
選
挙
管
理
委

員
会
が
作
成
す
る
永
久
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
後
は
異
動

が
な
け
れ
ば
格
別
の
届
け
出
な
ど
し

な
く
て
も
続
い
て
選
挙
権
が
あ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、

①
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き
、

又
は
、
死
亡
し
た
と
き
。

②
禁
治
産
者
の
宣
告
を
受
け
た
と

き」。

③
替
市
鋼
以
上
の
刑
の
宣
言
を
受

け
、
ま
だ
刑
の
執
行
が
終
っ
て
い

な
い
場
合
。

④
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者
。
(
刑
の
執
行
猶
予
中

の
者
を
除
く
)

⑤
選
挙
に
関
す
る
犯
罪
に
よ
り
、

公
民
権
を
停
止
さ
れ
た
と
き
。

~\ 

しミ

ろ

ろ

投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票

所
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の

事
情
の
場
合
は
次
の
よ
う
な
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

代

E里

投

票

身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

。
代
理
投
票
。
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

代
理
投
票
さ
れ
る
方
は
、
選
挙
当

‘ 

例
え
ば
、
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

ω
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
十
二
日

以
前
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

ω
四
月
十
五
日
現
在
で
、
川
内
町

に
三
か
月
以
上
引
き
続
い
て
住
ん

で
い
る
人
ご
月
十
五
日
以
前
、

川
内
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
)

で
、
先
程
の
五
つ
の
条
件
に
該
当

し
な
い
人
は
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

四
月
二
十
一
日
ま
で
に
死
亡
し
た

り
、
投
票
日
の
前
日
(
四
月
二
十
日
)

ま
で
に
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
れ
ば

選
挙
権
は
な
く
な
る
わ
げ
で
す
。

2-

な

投

票

制

度

日
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
二
人
の
投
票
補
助
者
が
決
め

ら
れ
、
一
人
が
候
補
者
の
氏
名
を
代

筆
し
、
他
の
一
人
が
そ
れ
に
立
ち
会
っ

て
代
理
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票

を
補
助
し
た
者
は
、
そ
の
秘
密
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
誰

に
投
票
し
た
か
そ
の
選
挙
人
の
投
票

秘
密
は
保
障
さ
れ
ま
す
。

占

字

投

百軍

:>J'ミ

自
の
不
自
由
な
方
は
、
点
字
に
よ
っ

て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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し〉
。遠

慮、
な
く
係
員

申
し
出
て
下
さ

不

在

者

投

票

投
票
日
に
、
仕
事
な
ど
の

「
や
む

を
得
な
い
事
情
」
で
投
票
所
に
行
け

な
い
方
の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
の
当
日
、
自
ら
投
票
所
に
行

け
な
い
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
と

は
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合

で
す
。

。
選
挙
人
(
有
権
者
)
が
、
自
分

の
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
に
従

事
中
で
あ
る
場
合
。
(
た
と
え
ば
、

出
張
な
ど
)

。
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用

務
や
事
故
の
た
め
、
自
分
の
投
票

区
(
川
内
町
)
の
区
域
外
に
旅
行

中
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
。

。
選
挙
人
が
病
気
や
負
傷
、
妊
娠
、

老
衰
な
ど
の
た
め
歩
く
こ
と
が
困

難
な
場
合
。
(
指
定
病
院
に
入
院
中

の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
長

に
申
し
出
れ
ば
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
)

O

交
通
が
著
し
く
不
便
な
一
定
の

地
域
に
住
ん
で
い
る
場
合
や
滞
在

中
の
場
合
、
あ

る
い
は
職
務
に

従
事
中
の
場
ム
弓

こ
れ
ら
の
人
は
、

告
示
の
日
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で

の
聞
に
、
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
を

さ
れ
る
場
合
、
詳

し
い
こ
と
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ

この一票に大きな願いをこめて投票
きれいで公正な選挙は皆んなの願い

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

H

在
宅
投
票
制
度

H

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は
、

郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
在
宅
投
票
が
で
き
る
人
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交

付
さ
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
傷
害
の

程
度
が
、
二
疋
の
基
準
に
あ
て
は
ま

る
人
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
を
添

え
て
投
票
用
紙
を
請
求
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
送
す
る
期

間
も
考
慮
し
て
、
早
め
に
投
票
用
紙

を
請
求
し
、
投
票
を
済
ま
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
投
票
は
無
効
で
す

次
の
よ
う
な
投
票
は
、
無
効
で
す

0

0

投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
、
た
と

え
ば
、
普
通
の
紙
や
名
刺
な
ど
に

候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し

た
も
の
。

。
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を

書
い
た
も
の

0

0

候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余

計
な
こ
と
を
書
い
た
も
の
。

統

地

今
年
は
、
四
年
に
一
度
の
統
一

地
方
選
挙
の
年
で
す
。
今
回
の
統

一
地
方
選
挙
の
投
票
日
は
、
都
道

府
県
及
び
指
定
都
市
の
議
会
の
議

員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
四
月
七
日
、

1
1
J
町
村
の
議
会
の
議
員
及

ゅ
i
一
ぴ
長
の
選
挙
に
つ
い
て

中
語
一

一
の
間
一
は
四
月
二
十
一
日
で
す
。

一
し
治
一
地
方
団
体
の
議
会
の

一
ら
自
一

一
暮
」
議
員
と
長
の
任
期
満
了

「
|
|
し
に
よ
る
選
挙
は
、
任
期

満
了
の
日
前
三
十
日
以
内
に
行
う

の
が
原
則
で
す
が
、
今
年
は
全
国

の
地
方
団
体
の
議
会
の
議
員
と
長

の
約
四
割
が
三
月
か
ら
五
月
の
間

た
と
え
ば

・
氏
名
を
、

O
や
「
」
(

な
ど
で
囲
ん
だ
も
の

-
氏
名
の
下
に

「
へ
」
「
え
」

「
さ

方

選

挙

に
任
期
が
満
了
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
方
選
挙
に
つ
い
て

は
、
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う
よ
り

は
統
一
し
て
行
っ
た
方
が
、
住
民

の
選
挙
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、

自
治
意
識
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
と
も
に
、
選
挙
の
管
理
執
行
に

つ
い
て
も
円
滑
な
運
営
が
期
待
で

き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
選

挙
に
つ
い
て
は
、
特
例
法
に
よ
っ

て
選
挙
の
期
日
を
統
一
し
て
行
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
昭
和
二
十
二
年

に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
て
以

来
、
第
十
二
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

EIJ 

ん
へ
」
な
ど
と
書
い
た
も
の
。

候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
な
い

も
の
。
た
と
え
ば
、
ゴ
ム
印
を
使

用
し
た
も
の
。
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。



知
っ
て
お
き
だ
い
選
挙
の
知
識

)投
:璽9

j時

i問;

投
票
時
聞
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
。
午
後
六
時
に
投

票
所
へ
到
着
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
人

は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有!

七堂:
七数
五は
五
名

川
内
町
の
有
権
者
数
は
、
昨
年
十

二
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
愛
媛
県

知
事
選
挙
の
永
久
選
挙
人
名
簿
の
登

録
者
数
を
調
べ
ま
し
た
と
こ
ろ
、

男

子

三

、

六

O
七
名

女

子

四

、

一

四

八

名

計

七

、

七

五

五

名
で
し
た
。

選
ぶ
目
、
選
ぶ
耳
、
選
ぶ
心
を
養

ぃ
、
そ
の
日
の
た
め
に
真
実
を
見
極

め
、
他
人
の
意
見
や
干
渉
に
ま
ど
わ

さ
れ
ず
に
、
よ
り
よ
い
代
表
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
と
く
に
、
地
縁
、
血
縁
、

義
理
、
人
情
に
し
ば
ら
れ
る
悪
習
を

打
ち
破
る
勇
気
を
持
ち
合
わ
せ
た
い

も
の
で
す
。
選
挙
は
、
誰
か
に
さ
し

ず
さ
れ
た
り
、
強
制
さ
れ
て
行
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の

意
見
と
判
断
に
よ
っ
て
、
投
票
し
た

い
も
の
で
す
。

ま
た
、
す
で
に
広
報
等
で
ご
紹
介

し
て
お
り
ま
す
、
平
成
二
年
一
一
月
改

正
と
な
り
ま
し
た
寄
付
等
に
関
す
る

公
職
選
挙
法
の
改
正
内
容
を
十
分
ご

理
解
い
た
だ
い
て
、
か
贈
ら
な
い
、
も

ら
わ
な
い
、
求
め
な
い
々
の
三
な
い

運
動
を
全
町
民
で
守
り
、
金
の
か
か

ら
な
い
、
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

県議・町議選挙日程表

選挙の穫類 愛 媛 県 議 会 議 長 選 挙 町議会議長選挙

三EヒI 可立 日 3月29日 4月16日

投 蒙 臼 4月 7日 4月21日

投 芸耳 時 間 午則 7時から午後6時まで 午iiu7時から午後6時まで

不在者投繁できる期
3月29日から 4月6日まで 4月16日から 4月20日まで

関

選挙人名簿に登録す
3月28日 4月15日

るための基準日

選挙資格を登録する
3月28日 4月15日

日

選挙権を有するため
平成 2年12月初日以目リから 平成 3年 1月15日以円リから

の住所要件
引き続き川内町に住所を有 引き続き川内町に住所を有

すること すること

選挙権を有するため 昭和46年 4月 8日以別に生 昭和46年 4月22日以別に生

の年令要件 れた者 れた者

永久選挙人名簿

縦覧期間(自分が選 平成 3年 3月29日 平成 3年 3月16日

挙人名簿に載ってい

るかどうか確認する 平成 3年 3月30日 平成 3年 3月17日
期間)

同

¥
を

は

イ

す

暇

い

4
ど

暇

季

ハ

で

休

は

五

な

休

時

や

適

続

て

叫

ん

」

続

の

ク

最

連

れ

じ
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連

こ

ツ

は
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さ

り
日

¥
¥
二

に

ク

を

ど

5

i

f

み

月

て

ま

ク

む

一
ユ

「

う

の

o

ピ

し

イ

シ

¥
刊
い
る
す
¥
楽
ウ
ツ

は

ヨ

い

ま

で

を

ン

レ

フ

引

て

え

の

動

テ

フ

一

五

し

い

る

活

ル

リ

ィ

ー

中

と

い

外

一
の

o

ウ

コ

集

季

て

屋

コ

白

河

ガ

ン

ペ

ガ

時

れ

の

、

山

う

一

プ

つ

巴

い

ま

ど

も

¥

よ

ん

日

刊

祝

す

恵

な

ん

て

し

一

L
の

わ

に

グ

さ

つ

で

ゴ

自

民

り

候

ン

皆

と

が

山

国

と

気

キ

を

力

・
春
の
農
作
業
安
全
月
間
(
四

1
五
月
)

農
作
業
中
の
事
放
を
防
ご
う

農
作
業
中
に
起
こ
る
、
死
亡
・
重
準
を
、
平
成
三
年
度
か
ら
改
訂
し
ま

傷
事
故
な
ど
が
依
然
と
し
て
減
つ
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
全
キ
ャ
フ

い
ま
せ
ん
。
死
亡
事
故
だ
け
み
て
も
、
や
フ
レ
ー
ム
を
つ
け
た
ト
ラ
ク
タ

年
間
で
約
三
百
五
十
件
発
生
し
、
そ
の
供
給
体
制
が
整
う
よ
う
に
な
り
ま

の
七
割
が
農
業
機
械
で
作
業
し
て
い
し
た
、

る
と
き
に
起
こ
っ
た
も
の
で
す
。
特
ま
た
、
い
ま
使
用
し
て
い
る
ト
ラ

に
、
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
の
転
落
・
ク
タ
に
、
安
全
キ
ヤ
ブ
や
フ
レ
|

転
倒
に
よ
る
も
の
が
目
立
っ
て
い
ま
ム
が
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
事
故
を

す

。

防

く

た

め

に

で

き

る

だ

け

早

く

つ

け

国
で
は
、
こ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ
て
く
だ
さ
い
。
農
作
業
の
安
全
は
、

た
め
、

「農
業
機
械
化
促
進
法
」
に
基
あ
な
た
自
身
の
た
め
ば
か
り
で
な
く

づ
き
、
農
機
具
型
式
検
査
な
と
の
基
家
族
の
た
め
で
も
あ
る
の
で
す
。

一一ゴールデンウイ クに心と体の、洗濯Hを

心身をリフレッシヱ/しっかり休んで

-ー

". 

ふ45得議案
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三
月
三
日
(
日
)
重
信
中
学
校
運

動
場
で
、
平
成
三
年
重
信
町
・
川
内

町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
、
両
町
の
消
防
団
員
、

東
温
消
防
署
員
を
は
じ
め
、
東
温
防

火
管
理
者
連
絡
協
議
会
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
、
北
吉
井
幼
稚
園
・
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
、
拝
志
小
学
校
・
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
な
ど
約
七
百
五
十
人
が
参

加
し
、
午
前
九
時
三
十
分
の
開
式
の

式初
重信町・川内町

消防出

後
、
人
員
報
告
、
服
装
及
び
機
械
器

具
点
検
、
続
い
て
消
防
団
に
よ
る
ポ

ン
プ
操
法
や
幼
・
少
年
防
火
ク
ラ
ブ

の
演
技
や
消
火
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。そ

の
後
、
分
列
行
進
、
表
彰
が
行

わ
れ
、
正
午
に
終
了
し
ま
し
た
。

川
内
町
に
お
け
る
被
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
) 幼・少年消防クラブによる防火演技など

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

本

部

班

長

重

松

強

第
一
分
団
副
分
団
長
佐
伯
文
夫

第
七
分
団
班
長
高
須
賀
正
憲

o
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

O
功
績
章

第
三
分
団
分
団
長
菅
野
謙
一

第
二
分
団
副
分
団
長
寺
川
健
治

O
規
律
章

第
五
分
団
副
分
団
長
大
野
峯
雄

O
勤
続
章

本

部

団

員

林

宏

保

第

二

分

団

班

長

近

藤

孝

男

第

三

分

団

団

員

東

義

隆

第

四

分

団

班

長

佐

伯

賢

二

第

六

分

団

団

員

渡

部

武

雄

第

七

分

団

団

員

緒

方

博

第

八

分

団

班

長

松

本

則

昭

O
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

第

一

分

団

班

長

大

島

哲

也

第

一

分

団

団

員

村

上

祐

一

第

二

分

団

団

員

渡

部

幸

弘

第
二
分
団
団
員
山
下
健
四
郎

第

三

分

団

班

長

戒

能

光

信

第
四
分
団
副
分
団
長
首
藤
鬼
代
志

第

五

分

団

団

員

花

山

道

法

第

六

分

団

団

員

田

井

淳

一

第

七

分

団

団

員

橋

本

等

第

八

分

団

団

員

宮

内

和

豊

O
東
温
消
防
事
務
組
合
長
表
彰

東
温
防
火
管
理
者
連
絡
協
議
会

O
川
内
町
長
表
彰

第
一
分
団
団
員
高
須
賀
清
一

第

一
分

団

団

員

関

口

初

美

第

二

分

団

団

員

小

倉

隆

則

第

二

分

団

団

員

近

藤

光

度

第

二

分

団

団

員

近

藤

太

郎

第

三

分

団

団

員

大

野

功

第

三

分

団

団

員

杉

原

和

美

第

三

分

団

団

員

小

倉

繁

一

第

四

分

団

班

長

武

智

元

親

昨・心中・心中・心中・凸

0・心中・
0ワ心中・
0ワ・凸
00ワ・心中・心中・
0ヮ，
b
ワ
-boo
つ心中心中心中・心中・

0ワ・凸中心中
CR

U
 

ω

ナ

ー

ー

ク

レ

日

頃

ふ

と

心

に

浮

か

ん

だ

事

を

、

却

。
1
寸

ノ

ノ

，

，

，

F

。

.

，

.. 
』

V
'
毎
日
使
っ
て
い
る
一
言
葉
、
五
・
一

一

d

v

h

E

〉
E
E

叩

杭

荊

r
7

七
・
五
に
ま
と
め
て
見
ま
せ
ん
か
?
仲

叩

人

生

の

真

を

知

り

、

情

を

解

し

、

佐

D
 

…

初

山
U
者

歓

迎

美

を

も

と

め

て

未

来

へ

夢

を

馳

せ

、

一

仲

川

柳

教

室

過

去

を

ふ

り

返

っ

て

み

ま

せ

ん

か

o

d

骨
l
i
l
l
-
s
t
i
l
li
--
-
-
|

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
引

c

p

 

お

り

ま

す

。

〈

叩

考

え

を

冊

。

…

変

え

れ

ば

ふ

っ

と

山

入

会

申

し

込

み

は

、

べ

川

出

る

笑

い

町

教

育

委

員

会

又

は

、

…

。

む

年

の

豆

川

柳

も

ず

く

吟

社

事

務

局

骨

骨

上

砂

山

本

ア

ツ

子

骨

骨

持

て

あ

ま

し

て

る

。

N
T
T

六
六
1

二
三

O
一

日

…

背

の

丸

さ

有

線

五

二

六

六

…

P
9
9・8
・8
8
9
9・8
・9
e
s
t・8
8
8
8
8
E
O
?心
O・S
・9
8
0
2骨

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
班
長

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

三
河
健
二
郎

渡

部

徳

増

大

野

稔

渡
部
光
右
衛

渡

部

清

美

白
戸
宏
一

藤

岡

学

松
本
喜
久
夫

橋

本

政

雄

大

西

久

則

高
須
賀
良
一
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一
紙
禽
動
靴
鰍
獄
劉
副
引
軒
引
」
出

…

消

防

功

労

に

よ

り

の

発

展

に

尽

く

さ

れ

た

功

績

が

認

め

一

桑

原

貞

利

さ

ん

(

下

古

市

)

ら

円

は

ー

は

け

同

す

。

一
県
政
発
足
記
念
日

一

知

事

表

彰

預

金

一

、

C

包
囲
達
成

…
¥
l
E
F

白
戸
歌
子
さ
ん
(
和
田
丸
)

一

¥
}

!

‘
.
，
川
内
郵
便
局
長
表
彰

二

悶

一

念

刻

幽

・
平
成
三
年
一
一
月
十
九
日
、
預
金
田

町

戸

a・
扇
形
。
ふ
.
.
.
.
 数
千
回
を
達
成
し
た
と
し
て
川
内

む

/

圃
・
固
有
郵
便
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

/

-

可

白

戸

さ

ん

が

、

こ

の

預

金

を

始

め

平
成
三
年
二
月
二
十
日
県
庁
で
行
ら
れ
た
の
は
昭
和
五
十
二
年
九
月
、

れ
た
、
平
成
二
年
度
愛
媛
県
政
発

記
念
日
知
事
表
彰
に
お
い
て
、
消

¥

兵

、

団
長
の
桑
原
さ
ん
が
消
防
功
労
に

¥
B圃
翫
融
開
園
周
V

り
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

議

距

離

圏
直

剤

"

桑
原
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
九
年
一

「

鋭

調

闘

哩

q
i

に
旧
川
上
村
消
防
団
第
八
分
団
団

一
、

白

創

f
A

を
拝
命
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で

一

F

IK
圏

京間

三
十
六
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
最

戸

M
耳
、
4
型

宗

幹
部
で
あ
る
団
長
ま
で
の
要
職
を

/

J
1
L

任
し
、
そ
の
問
団
員
の
指
揮
統
率

J
H
H
H
H
H
U園
開
、

勿
論
の
こ
と
、
組
織
の
改
善
等
社

パ

ハ

ー

‘

奉
仕
の
精
神
に
徹
し
、
消
防
事
業

6-

ー
子
供
の
交
通
事
故
防
止
|

習

慣

に

な

る

ま

で

何
度
も
ル

l
ル
を
教
え
る

寒
か
っ
た
冬
も
過
ぎ
、
屋
外
で
元

気
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
姿
が
あ
ち
こ

ち
に
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
や

小
学
校
の
入
園
・
入
学
で
、
子
供
た
ち

の
行
動
範
囲
も
グ
ン
と
広
が
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
時
期

子
供
の
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
親
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
次

に
挙
げ
る
子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

や
行
動
特
性
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
子
供
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

①
子
供
の
交
通
事
故
の
原
因
の
大
半

は
、
道
路
へ
の
「
飛
び
出
し
」
と
「
車

の
直
前
直
後
の
横
断
」
に
よ
る
も
の

で
す
。

②
事
故
が
多
い
の
は
、
午
後
二
時
か

ら
六
時
ま
で
の
時
間
帯
で
す
。

③
自
宅
か
ら
事
故
発
生
地
ま
で
の
距

離
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
か

ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

子
供
の
行
動
特
性

①
一
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と
、

ま
わ
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な

る
も
の
で
す
。
ボ
ー
ル
が
道
路
へ
転

が
っ
て
い
っ
た
り
、
道
路
の
向
こ
う

側
に
い
る
お
母
さ
ん
を
見
つ
け
た
り

す
る
と
、
急
に
道
路
へ
飛
び
出
し
た

り
し
ま
す
。

②
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
手
を
挙
げ
さ
え
す

れ
ば
車
は
必
ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
込
み
、
車
の
停
止
を
確
認

し
な
い
ま
ま
道
路
を
渡
り
出
し
ま
す
。

③
何
か
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る
と
、

う
き
う
き
し
て
落
ち
着
き
が
な
く
な

司.



り
、
反
対
に
、
し
か
ら
れ
た
り
す
る

と
、
そ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
ま
わ
り
の
こ
と
を
考
え
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

④
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「
気
を
つ

け
て
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な
言

葉
だ
け
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
信
号
を
無
視
し
て
道
路
を
横
断
す

る
大
人
を
見
た
り
す
る
と
、
子
供
は

す
ぐ
に
マ
ネ
を
す
る
も
の
で
す
。

⑥
い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
別
の

道
路
で
そ
れ
を
応
用
し
て
守
る
こ
と

は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

子
供
の
避
ひ
場
所
の
近
く
は

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
運
転

こ
の
よ
う
に
、
子
供
は
心
身
と
も

交通事故のご相談は

相談センターへ(無料)

O専門の相談員が親身になってご相

談に応じます。

O相談日 月曜から金曜

午前 9時半

~午後4時40分

品
に
未
熟
で
、
考
え
方
や
行
動
も
大
人

と
は
異
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
子
供
の
特
性
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
保
護
者
、
特
に
お

母
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
子
供
に

交
通
安
全
の
基
本
的
ル

1
ル
を
教
え

る
と
き
は
、
ふ
だ
ん
子
供
が
利
用
し

て
い
る
道
路
な
ど
で
、
具
体
的
に
、

習
慣
に
な
る
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し

教
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
も
お

願
い
し
ま
す
。
子
供
が
い
つ
飛
び
出

し
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
:
:
:
こ
の

こ
と
を
十
分
認
識
し
、
裏
通
り
や
公

園
な
ど
、
子
供
の
遊
び
場
所
の
近
く

を
通
る
と
き
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
な
ど
、
注
意
し
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
。

O弁護士相談日

毎週木曜日

午後 1 時~4 時

社団法人日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター

松山市花園町 1-3

日本生命松山市駅前ビル六階

TEL 4 5 -2 3 3 5 

。電話のご相談もお受けします。

H

園
歌
・
園
章
き
ま
る

l

保
育
園
は
、
今
年
で
創
立
二
十
周

年
を
迎
え
、
二
月
十
日
に
、
記
念
式

典
を
始
め
多
催
な
記
念
行
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
園
児
の
健
や

か
な
成
長
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
明
る

く
て
き
わ
や
か
な
園
歌
・
園
章
を
広

く
町
民
の
皆
様
か
ら
募
集
し
て
り
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
程
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

園
歌
に
つ
い
て
は
、
応
募
作
品
二

十
五
点
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

一
ヶ
谷
の
石
田
加
代
子
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
元
川

中
教
頭
の
野
口
多
喜
夫
先
生
が
作
曲

し
、
す
ば
ら
し
い
園
歌
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。

又
、
園
章
は
応
募
作
品
二
十
八
点

あ
り
、
審
査
の
結
果
八
幡
の
渡
部
利

彦
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙

面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

川

内

保

育

園

章 11"園
ム
H

自
然
の
緑
あ
ふ
れ
る
郷
土
に
、

密
着
し
た
明
る
く
清
ら
か
な
川
内

保
育
園
を
、
保
田
と
園
児
が
手
を

つ
な
ぐ
形
で
、
表
現
し
ま
し
た
。

食

中

央

は
、
一
人
一
人
の
子
供
を

見
つ
め
、
理
解
し
大
切
に
す
る
保

田
の
愛
情
を
表
し
ま
し
た
。

会
主
の
子
供
は
、
い
つ
も
元
気
に

遊
べ
る
、
丈
夫
怠
体
を
表
し
ま
し

だ。

会
右
の
子
供
は
、
友
達
や
、

動
物
、

草
花
怠
ど
を
思
い
や
る
山
、
優
し

さ
を
表
し
ぎ
し
た
。

大
こ
の
三
つ
が
、
い
つ
も
パ
ラ
ン

ス
よ
く
保
て
る
こ
と
を
、
シ
ー
ソ
ー

の
形
で
イ
メ
ー
ジ
付
け
ま
し
だ
。

川
内
保
育
園
の
歌

川
内
保
育
園
の
叡

一
、
か
が
や
く
ひ
と
み
き
ら
き
ら

お
で
こ
の
あ
せ
も
き
ら
き
ら

わ
ん
ぱ
く
ざ
か
り
さ

ぽ
く
た
ち
は

ど
ろ
ん
こ
あ
そ
び

み
ず
あ
そ
び

ど
ろ
ん
こ
あ
そ
び

み
ず
あ
そ
び

ぽ
く
は
だ
い
す
き

す
き
す
き
す
き
す
き
ら
ー
ら
|

か
わ
う
ち
ほ
い
く
え
ん

二
、
ま
ぶ
し
い
お
ひ
さ
ま
き
ら
き
ら

み
ど
り
の
そ
よ
か
ぜ
さ
ら
さ
ら

怠
き
む
し
お
こ
り
ん
ぽ

さ
ー
お
い
で

な
か
よ
し
こ
よ
し

て
を
つ
な
ご
う

な
か
よ
し
こ
よ
し

て
を
つ
怠
ご
う

わ
た
し
は
だ
い
す
き

す
き
す
き
す
き
す
き
ら
ー
ら
|

7 

か
わ
う
ち
ほ
い
く
え
ん
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z華民
主i話
神
社

し
ん
れ
い

平
和
の
神
霊

わ

か

み

や

若

宮

神

社

明
治
六
年
、
政
府
は
国
民
皆
兵
、

富
国
強
兵
を
目
指
し
て
、
徴
兵
令
を

ふ

こ

く

布
告
し
た
。
男
子
二
十
歳
に
な
る

と
、
全
員
徴
兵
険
査
を
受
け
さ
せ
、

合
格
し
た
者
は
入
隊
さ
せ
軍
事
教
育

を
ほ
ど
こ
し
た
。
最
初
は
三
か
年
の

実
役
だ
っ
た
。

い
っ
た
ん

満
期
除
隊
後
と
い
え
ど
も
二
旦

か
ん
き
ゅ
う

緩
急
(
ま
ん
い
ち
さ
し
せ
ま
っ
た

状
態
)
あ
れ
ば
、
赤
紙
(
召
集
令
状
)

お
う
し
よ
う

一
枚
で
応
百
し
、
戦
場
へ
赴
か
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
軍
国
主
義
は
日
本
国
中
に

み
な
ぎ

滋
り
、
軍
人
に
な
る
こ
と
を
無
上
の

名
誉
と
し
、
家
の
誇
り
と
し
た
。

そ
う
し
た
世
相
と
は
裏
腹
に
、
内

き

ひ

密
に
徴
兵
の
忌
避
(
い
や
が
っ
て
避

け
る
こ
と
)
を
願
う
人
も
あ
っ
た
こ

そ
の
⑨

-
骨
川

と
も
否
め
な
い
。
働
き
盛
り
の
若
者

が
三
か
年
も
、
軍
隊
に
奉
公
す
る
こ

と
は
、
一
家
に
取
っ
て
大
き
な
打
撃

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
中
に

は
、
人
間
と
し
て
自
由
、
平
等
を
願

い
軍
隊
の
よ
う
な
強
制
、
訓
練
に
耐

え
ら
れ
な
い
人
も
い
た
。

若
宮
神
社
の
神
霊
は
、
そ
の
由
緒

か
ら
平
和
を
愛
し
、
戦
争
否
定
の
守

あ
が

護
神
と
崇
め
ら
れ
信
何
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
誰
言
う
と
も
な
く
、

徴
兵
の
が
れ
の
悲
痛
な
願
い

じ
ゅ
も
ん

は
、
噂
と
な
り
、
呪
文
の
よ
う

に
口
か
ら
口
へ
と
広
が
っ
た
。

当
時
徴
兵
検
査
に
合
格
し
て

い
て
も
人
員
の
都
合
で
「
く
じ

の
が
れ
」
の
制
度
が
あ
っ
て
入

隊
を
免
除
さ
れ
る
の
で
、
せ
め

て
こ
の
「
く
じ
」
に
あ
や
か
り
た

い
と
祈
念
す
る
家
族
も
い
た
。

や
し
ろ

こ
の
社
は
、
そ
の
筋
の
弾
圧

を
受
け
た
と
い
う
噂
は
な
か
っ

‘ 
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た
が
、
世
を
俸
り
な
が
ら
ご
利
益
に

預
か
り
た
い
と
、
密
か
に
参
拝
す
る

人
は
後
を
絶
た
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

国
道
十
一
号
線
、
落
出
か
ら
滑
川

の
谷
を
十
キ
ロ
、
悪
路
を
徒
歩
で
海

上
部
落
ま
で
行
く
。
こ
こ
か
ら
更
に

道
は
狭
く
坂
道
に
な
っ
て
い
て
、
そ

の
ぼ
り

の
両
側
に
紅
白
の
峨
が
立
ち
な
ら

に
ん
ま

び
、
荷
馬
も
通
り
に
く
い
状
態
だ
っ

た
。
社
に
は
祈
念
の
餅
や
菓
子
類
が

供
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

大
東
亜
戦
後
四
十
年
、
平
和

よ
み
が
え

蘇
っ
た
今
日
も
、
旗
こ
そ
な
い
が
、

お
供
物
が
飾
ら
れ
て
昔
話
は
ま
だ
生

き
て
い
る
。

か
し
わ

柏

大

明

神

今
か
ら
八
百
年
程
前
源
平
合
戦
の

時
、
平
家
は
敗
れ
、
源
氏
に
追
わ
れ

か
い
し
ょ

て
「
海
上
新
田
の
森
」
に
落
ち
の
び

た
。
「
東
の
谷
」
「
西
の
谷
」
「
南
の
森
」

と
我
が
陣
地
を
敵
に
覚
ら
れ
な
い
よ

う
に
し
な
が
ら
こ
こ
ま
で
逃
げ
て
来

た
の
で
あ
る
。

一
人
の
若
い
武
将
が
頑
強
な
る
部

下
を
引
き
つ
れ
、
前
の
滝
に
見
張
り

の
番
を
立
た
せ
、
源
氏
軍
を
迎
え
討

つ
作
戦
中
、
突
然
源
氏
の
大
軍
が
現

れ
た
。
武
将
は
驚
き
、
い
ち
早
く
本

障
に
知
ら
さ
ね
ば
危
う
い
と
思
い
、

大
声
を
あ
げ
て
本
陣
に
知
ら
せ
た
。

し
か
し
、
自
分
は
源
氏
の
矢
に
あ

た
り
無
念
の
最
後
を
遂
げ
た
。
村
人

か

か

ん

い

が

い

が
そ
の
勇
猛
果
敢
な
武
将
の
遺
骸
を

抱
き
上
げ
て
見
る
と
、
御
首
に
「
柏
」

の
一
字
が
あ
っ
た
。
忠
勇
無
比
の
若

ね
ん
ご

武
者
に
感
激
し
、
滝
下
に
埋
め
懇
ろ

ほ

う

む

ほ

こ

ら

に
葬
り
、
洞
を
作
り
「
柏
大
明
神
」

と
名
付
け
、
村
の
守
護
神
と
し
て
一

年
一
度
の
お
祭
り
を
し
て
い
る
。

4 

4月20日から

-8  

土曜日

外来診療休診

愛媛大学医学部附属病院

国
家
公
務
員
の
週
休
二
日
制
に
つ

い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
の
閣

議
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
既
に
国
立
大

学
に
お
い
て
も
病
院
部
門
を
除
い
て

週
四
十
時
間
勤
務
制
が
試
行
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
病
院
部

門
に
つ
い
て
も
、
四
月
か
ら
週
四
十

時
間
勤
務
制
の
試
行
を
実
施
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
四
月
二
十
日

(
土
)
か
ら
土
曜
日
に
お
け
る
外
来

診
療
を
全
診
療
科
休
診
と
致
し
ま

す。
な
お
、
救
急
患
者
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
三
年
度
設
置
予
定
の
救
急
部

等
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

-・
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事
件
に
つ
い
て

一
九
五

一
年
(
昭
和
二
十
六
年
)

京
都
市
の
保
健
所
に
勤
め
て
い
た
一

職
員
が
、
「
ォ

l
ル
ロ
マ
ン
ス
」
と
い

う
雑
誌
に
、
市
内
の
同
和
地
区
を
舞

台
に
し
た
差
別
的
内
容
の
小
説
を
書

長
」
念
品
7
レ
れ
九
。

部
落
解
放
全
国
委
員
会
は
、
悪
質

な
差
別
事
件
と
し
て
取
り
上
げ
た
が

個
人
の
責
任
を
せ
め
る
だ
け
で
は
問

題
の
本
質
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
と

い
う
考
え
方
に
立
ち
、
市
側
と
の
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も

大
変
民
主
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

た
市
長
さ
ん
の
も
と
に
起
っ
た
の
で

す。
部
落
解
放
委
員
会
は
、
こ
の
雑
誌

を
市
長
さ
ん
に
提
出
し
ま
し
た
。

一

読
し
て
、
「
こ
れ
は
け
し
か
ら
ん
。
さ
っ

そ
く
こ
の
職
員
を
や
め
さ
せ
ま
す
。
」

と
市
長
は
、
差
別
の
責
任
を
そ
の
職

昌
二
人
だ
け
の
問
題
に
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。

「
い
や
、
市
長
さ
ん
。
私
た
ち
は

こ
れ
を
書
い
た
職
員
を
や
め
さ
せ
よ

う
と
抗
議
し
に
き
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
こ
の
作
者
は
、
あ
な

た
の
差
別
市
政
を
正
直
に
あ
り
の
ま

ま
に
書
い
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

本
当
の
差
別
者
は
、
市
長
さ
ん
、
あ

な
た
で
す
よ
。
だ
か
ら
抗
議
に
き
た

の
で
す
。
」

『え
っ
・
:
。
と
ん
で
も
な
い
。
私

が
差
別
者
な
ん
て
。
私
は
、
同
和
地

区
の
人
と
は
ふ
だ
ん
非
常
に
懇
意
に

お
つ
き
あ
い
し
て
お
り
ま
す
o
』

市
長
は
、
む
き
に
な
っ
て
弁
解
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
部
落
解
放
委
員

会
の
人
々
は
静
か
に
き
り
出
し
ま
し

た。

「
市
長
さ
ん
、
私
た
ち
は
あ
な
た

個
人
を
と
や
か
く
言
い
に
来
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
を
市
の
行

政
の
長
と
し
て
、
あ
な
た
が
あ
ず
か
っ

て
い
る
京
都
市
の
行
政
が
同
和
地
区

を
差
別
し
て
い
る
こ
と
を
言
お
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。
」

「市
の
行
政
が
?
・
・
・・
・・差
別
し
て

い
る
?
:
:
:
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

市
の
行
政
は
絶
対
に
公
平
に
、
市
民

に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
と
思
う
の
で

す
が
。
」「そ

う
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
は

実
際
に
差
別
行
政
で
あ
る
か
な
い
か

具
体
的
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
総
務
、
建
設
、
衛
生
、
福
祉
、

労
働
の
各
部
長
ク
ラ
ス
の
人
を
全
部

集
め
て
下
さ
い
。
教
育
長
、
警
察
部

長
、
消
防
長
も
。
」

「
消
防
長
ま
で
呼
ぶ
の
で
す
か
。
」

や
が
て
、
会
議
室
の
中
央
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
、
京
都
市
の
大
き
な
白
地

図
が
広
げ
ら
れ
、
そ
の
ま
わ
り
を
市

長
、
各
部
長
、
部
落
解
放
委
員
会
の

人
々
が
と
り
か
こ
ん
で
席
に
つ
き
ま

し
た
。「そ

れ
で
は
、
今
か
ら
申
し
上
げ

る
こ
と
が
ら
に
あ
て
は
ま
る
町
や
区

域
に
つ
い
て
、
担
当
の
部
長
は
赤
丸

で
そ
こ
を
か
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
」

①
市
内
で
専
用
上
水
道
の
ほ
と
ん

ど
な
い
町

②
下
水
道
の
通
つ
て
な
い
町

③
各
戸
に
便
所
が
な
く
、
共
同
で

使
っ
て
い
る
町

④
不
良
住
宅
が
建
て
込
ん
で
い
る

町
、
等

十
件
の
こ
と
に
つ
い
て
調
ぺ
ま
し

た
。
「
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
?
赤
丸
で
か
こ
ま
れ
た

町
、
区
域
は
何
と
い
う
町
で
、
ど
ん

な
区
域
で
し
ょ
う
か
。
」

み
る
と
、
七
カ
所
の
同
和
地
区
だ

け
に
七
重
、
八
重
の
丸
が
赤
く
記
さ

れ
て
い
る
の
で
し
た
。

そ
こ
で
、
部
落
解
放
委
員
会
の
側

か
ら
、「

こ
れ
ら
の
同
和
地
区
住
民
も
、

市
民
で
す
ね
。
市
民
で
あ
る
な
ら
、

京
都
市
民
と
し
て
平
等
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
は
ず
で

す。
と
こ
ろ
が
事
実
の
よ
う
に
、
同
和

地
区
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
お
い

て
い
る
の
は
、
差
別
そ
の
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
多
く
の
問
題
を
か
か
え

た
町
や
地
域
こ
そ
、
い
の
一
番
、
何

を
お
い
て
も
サ
ー
ビ
ス
す
べ
き
で
な

い
で
し
ょ
う
か
?
そ
れ
が
本
当
の

公
平
、
平
等
と
い
う
も
の
で
す
。
」

い
な
ら
ぶ
部
長
た
ち
は
、
お
互
い

に
顔
を
合
わ
せ
、
な
る
ほ
ど
、
と
う
な

ず
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
行
政
へ
の

要
求
運
動
が
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て

い
く
よ
う
に
な
り
、
差
別
の
た
め
に

劣
悪
な
条
件
の
も
と
に
お
か
れ
て
い

た
部
落
の
住
宅
改
善
、
道
路
整
備
、

教
育
環
境
の
整
備
、
健
康
増
進
な
ど

の
諸
施
策
は
少
し
ず
つ
実
現
し
て
い

き
ま
し
た
。

9 
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員

の
声
・
声
・
戸

川
内
町
に
来
て
五
年
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
社
宅
住
ま
い
だ
っ
た

の
で
、
婦
人
会
活
動
に
つ
い
て
全
々

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
一
年
間
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
は
じ
め
て
婦
人
会
の
活
動
を
知

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
問
、
本
部
役
員
さ
ん
は
じ
め
各

支
部
長
さ
ん
や
会
員
の
皆
様
が
協
力
し

て
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
み
、
懸
山
命
に

実
践
さ
れ
て
い
る
事
に
深
く
胸
打
た

れ
、
す
ば
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
の
行
事
は
敬
老
会
で

始
ま
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
の
上
手

な
人
、
そ
し
て
そ
の
歌
に
合
わ
せ
て

ダ
ン
ス
を
す
る
人
、
皆
様
と
て
も
若
々

し
く
穏
や
か
な
お
顔
で
、
と
て
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
の

内
に
時
間
は
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

独
居
老
人
訪
問
で
は
、
お
花
の
お

好
き
な
方
で
、
季
節
時
の
花
を
咲
か

せ
て
い
て
、
私
達
も
す
っ
か
り
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
国
内
外
の

人
々
の
華
や
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ

レ
ー
ド
を
見
る
事
が
で
き
て
感
激
し

さ
A
F
Y
レ
れ
ん
。

そ
の
他
、
研
修
・
三
世
代
交
流
・

花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
ゴ
ミ
問
題
・
三

恵
ホ

l
ム
の
布
団
作
り

な
ど
と
、
色
々
な
行
事

を
す
る
な
か
で
、
沢
山

の
人
達
と
出
会
え
た
事

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

人
々
と
の
触
れ
合
い
っ

て
大
切
だ
な
あ
と
、
つ

く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

O
ゴ
ミ
の
出
し
方
が
変

わ
っ
て
来
ま
し
た
。

よ
く
な
り
ま
し
た
ね
。

O
今
ま
で
は
何
で
も
捨

て
て
い
た
け
れ
ど
、

ゴ
ミ
の
中
に
も
役
に

‘ 

立
つ
物
が
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
婦
人
会
の
お
陰
で
す
。

O
小
さ
な
買
物
袋
等
に
無
造
作
に
入

れ
て
袋
の
口
が
聞
い
て
中
か
ら
ゴ

ミ
が
は
み
出
て
い
る
の
を
見
か
け

ま
す
。
回
収
者
の
方
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
掛
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

袋
の
口
を
し
っ
か
り
と
し
め
た
い

も
の
で
す
。

O
ご
み
回
収
指
定
日
を
き
ち
ん
と
守

• 二r

‘-
'・

文化祭にたくさんの不用品ご協力ありがとうございました

る
よ
う
に
、
全
町
民
が
必
掛
け
て

欲
し
い
で
す
。

O
生
ゴ
ミ
の
水
切
り
・
ビ
ン
缶
を
他

の
ゴ
ミ
と
一
緒
に
し
な
い
等
、
最

低
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
だ
け
は
守
る
よ

う
全
町
民
が
協
力
し
て
欲
し
い
。

O
個
人
が
、
も
っ
と
考
え
て
欲
し
い
。

O
今
ま
で
何
気
な
く
出
し
て
い
た
ゴ

ミ
の
一
つ
一
つ
に
関
心
を
持
ち
、

「
物
を
大
切
に
す
る
」
事
を
子
供

に
も
言
っ
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

O
役
員
に
な
っ
て
ゴ
ミ
問
題
に
も
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
会
な
ど
で
少
し

で
も
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て

貰
う
よ
う
、
話
し
合
い
た
い
で
す
。

O
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
は
婦
人
会
の

努
力
の
お
陰
で
関
心
を
持
た
れ
る

方
が
増
え
た
事
を
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
:
・
が
、
ま
だ
ま
だ
、
ゴ
ミ
集

収
日
に
古
新
聞
等
の
資
源
ゴ
ミ
が

出
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
こ

れ
を
婦
人
会
の
有
資
源
回
収
日
に

出
し
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

世界保健デー(4月 7日)

健康を守ろう/ 病気から乞災害から乞
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カメラ
Z レポート
側
で

蔓 3/15四国縦貫自動車道添谷トンネル
喜 (1，400m)貫通式
喜

関 添谷トンネル貫通へ最後の発破ボタン
墜 を押す伊賀知事(手前)と田中日本道路
有 公団高松建設局長

3/12川上小学校校外授業

飯室炊飯(重信川河川敷)

第4回川内町バドミントン大会
1 .日時

平成3年 4月14日(日〕 午前9時

2.場 所勤労者体育センター

3.参加資格川内町内に在住の者及び勤務している

者で中学生以上の者

4.競技方法ダブルスのみ(一人でも参加司〉

5. -'7ラス別 A・B・C・Dの4クラスぬ手当
6.表 彰 T位賞状、優勝杯 1忌戻れ

2位賞状 ρTI 
3位賞状 dJJ 

7.参加料 Tチーム 200円(1人100円〉
8.申込先及び問合せ

川内町体育協会事務局(教育委員会内〉

.~ TEL 66-4721 
/ぷ:お 育線 59 1 1 
g 弘、 58 5 5 

- 11-

3/10公民館対抗300歳駅伝大会

l位南方東部公民館 1時間16分15秒

2位則之内西公民館 1時間17分27秒

3位北方東部公民館 1時間18分44秒



句

日程表

犬を飼っている方は
登録と狂犬病予防注射を

飼い犬は、毎年f回の登録と狂犬病予防注射を受けなければな

りません。 4月22日から25日まで、次の日程で地区巡回を実施い

だします。近くの場所で受けてください。

1 .料金 4，620円〈注射料 2，520円・登録料 2，100円〉

0122日(月) 4月23日(火) 4月24日(水) 4月25臼(;木)

9: 30~ 
川内 保育園

9: 30~ 
横灘団地集会所

9: 30~ 
天神住宅

9: 30~ 
畑川電話中継所10: 00 10: 15 9: 50 9: 40 

10 : 05~ 
中の町集会所

10 : 20~ 
前松瀬川公民館

9: 55~ 
西組青年会館

9: 45~ 
南方西公民館10: 20 10: 30 10 : 10 10 : 00 

10 : 25~ 
町西公民館

10: 35~ 
原集会所

10 : 15~ 
揚 神 社

10 : 05~ 
北八幡集会所

10 : 40 10 : 40 10: 30 10 : 20 
10 : 45~ 

高須賀薬品庖
10: 45~ 

鳥の子集会所
10: 35~ 

束中村集会所
10 : 25~ 

大西燃料庖北側
11 : 00 10 : 50 10 : 45 10 : 55 

11: 05~ 
南方東公民館

11: OO~ 
三軒屋橋

10 : 50~ 
北方公民館

11: OO~ 
西中村集会所

11 : 15 11 : 10 11 : 20 11 : 25 
11: 20~ 

板戸集会所
11: 15~ 

三軒屋上バス停
11 : 25~ 

上海上バス停
11: 30~ 

川上農協
11 : 30 11 : 20 11 : 30 12 : 00 

11: 35~ 
向井川橋

11: 25~ 
奥松瀬川公民館

11 ・ 35~
下海上集会所

13 : OO~ 
⑮則之内11 : 45 11 : 40 11 : 50 13 : 15 

11 : 50 
高木集会所

11: 45~ 
五柱神社

11 : 55~ 
西古市集会所

13 : 20~ 
則之内公民館~12: 00 11 : 50 12 : 00 13 : 35 

l3: OO~ 
土谷札場

11 : 55~ 
川筋木炭庫

13: OO~ 
和田丸公民館

l3: 40~ 
永野集会所l3 : 10 12 : 00 13 : 15 13 : 50 

13 : 15~ 
土谷公民館

13: OO~ 
徳吉村上庖

13 : 20~ 
西谷小学校

13 : 55~ 
三内農協13: 40 13: 20 13: 35 14: 25 

l3: 45~ 
落 出

l3: 25~ 
音田杉原庖

13 : 40~ 
井内公民館

14 : 30~ 
健康センタ ー13: 50 13 : 35 l3 : 50 15: 00 

l3: 55~ 
弥 助成下

13 : 40~ 
河之内公民館

14: OO~ 
井内西集会所14 : 00 14: 00 14 :YO 

14 : 05~ 
郷 入 口

14 : 05~ 
狩場バス停

14 : 20~ 
北関バス停14 : 10 14 : 20 14 : 30 

14 : 15~ 
滑川消防詰所

14: 25~ 
白 猪 屋庖

14: 35~ 
川東公民館14 : 25 14 : 35 14 : 45 

14 : 30~ 
梅薮杉原底

14 : 45~ 
日 j甫公民 館

14: 50~ 
菅野勝氏宅下14 : 40 15: 00 15 : 00 

14 : 50~ 
海上車庫15: 00 

ミセスのための「歯の健康相談」のご案内一一一¥

松山中央保健所では、 80歳で20本自分の歯を残すことを目標に、 8020運動をすすめています。，

あなたも歯の健康度チェックを受けてみませんか。 I

1. 日 時 毎月第 1 木曜日 13時~15時

2.場 所 松山中央保健所

3.内 容 ①歯槽ノーロー検査

②ブラツシング

③歯科健診

④その他

何十ザ

U ポ¢
※希望者には母子手帳の記入をします。

4.申し込み方法

松山市北持田町132

愛媛県松山中央保健所へ、 8時30分~17時までにお電話下さい。(予約制)

電話41-1111 (内線291・261)

5. その他 料金無料
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サご目
ウ 1血

ナ泉

喜と
2必

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ
③

温
泉
水
が

か
ら
だ
に
及
ぼ
す

影

響

温
泉
水
の
物
理
的
作
用

温
泉
に
入
る
と
、
皮
膚
を
介
し
て
、

温
熱
、
水
圧
、
浮
力
な
ど
の
作
用
を

う
け
ま
す
。

O
温
熱
が
か
ら
だ
に
与
え
る
作
用

付
温
度
に
よ
る
血
圧
の
変
動

|

|

日
本
人
は

一
般
に
、
四
十
二
度
以
上

の
熱
め
の
湯
を
好
み
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
高
温
浴
で
は
、
入
浴
直
後
に
血

圧
が
上
昇
し
ま
す
。
そ
し
て
二

1
三

分
ほ
ど
で
落
ち
着
い
て
、
や
が
て
か

ら
だ
が
温
ま
る
と
血
圧
は
再
び
上
昇

を
は
じ
め
ま
す
。
浴
槽
か
ら
あ
が
る

と
下
が
り
は
じ
め
、
し
だ
い
に
入
浴

前
の
状
態
に
戻
り
ま
す
。
こ
の
血
圧

の
上
昇
は
湯
温
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た

血
圧
の
高
い
人
ほ
ど
急
激
で
す
。
一

方
、
四
十
度
以
下
の
ぬ
る
め
の
湯
で

は
、
血
圧
の
変
動
は
少
な
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

口
入
浴
と
脈
拍
の
変
化
|

|
脈
拍

(
心
拍
数
)
は
、
湯
の
温
度
が
高
く

な
る
ほ
ど
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
血
圧
の
高
い

人
、
心
臓
の
弱
い
人
、
ま
た
、
高
齢

者
の
場
合
は
、
ぬ
る
め
の
温
度
で
の

入
浴
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

O
静
水
圧
が
か
ら
だ
に
与
え
る
作
用

首
ま
で
浴
槽
に
つ
か
る
と
、
水
圧

(
静
水
圧
)
に
よ
っ
て
、
下
肢
の
周

囲
、
腹
圏
、
胸
囲
が
縮
み
ま
す
。

静
水
圧
に
よ
っ
て
、
か
ら
だ
全
体

が
圧
さ
れ
る
と
、
血
液
の
循
環
が
よ

く
な
っ
て
呼
吸
数
も
少
し
ふ
え
ま
す
。

ま
た
血
管
が
圧
迫
さ
れ
て
血
液
が
い
っ

せ
い
に
心
臓
に
戻
っ
て
く
る
の
で
、

心
臓
の
働
き
も
活
発
に
な
り
ま
す

0

0
浮
力
が
か
ら
だ
に
与
え
る
作
用

浴
槽
内
で
は
浮
力
に
よ
り
体
重
が

軽
く
な
る
の
で
、
運
動
が
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
水
中
で
、
手
や
足
を
動

か
す
と
、
水
の
抵
抗
も
加
わ
っ
て
、

筋
力
を
増
す
訓
練
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
筋
力
が
弱
ま
っ
た
運
動
機

能
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

. 
， 保

だより

保
険
彊
都
圏
局
-
白
砂
昌
司
国
繍

現
在
使
っ
て
い
る
保
険
証
は
、
=
一

月
三
十
一

日
で
有
効
期
限
切
れ
と
な

り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
現
在
使
用
中

の
保
険
証
と
引
き
替
え
に
三
月
下
旬

に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
渡
し
し
ま

す
。
な
お
受
取
り
に
あ
た
っ
て
は
、

国

。ろうみんな0¥_
_1:、)- --，~.-~ 

~ð V~_ 

J 酬は助けあいの保険 J 

_~;iタ!:l!/:IJl!Gfstl 
・異動があったときから14日以内にすませまし

受
取
印
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

必
ず
裏
面
に
書
い
て
あ
る
♂
注
意
事

項
目
。
に
目
を
通
し
て
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
住
所
な
ど
の
記
載
事
項
に
も

誤
り
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

こんなとき 持参するもの

保国 他市区町村から転入して来たとき 印かん、転出証明書

に 他の健康保険をやめたとき ~p かん、健保の離脱証明書
入
る 生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書
と
き 子供が生まれたとき 印かん、保険証、母子手帳

保園やを f也市区町村へ転出したとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証

2 生活保護を受けることになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書

S 死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

退職者医療制度に設当したとき 印かん、年金証書、保険証

そ 退と職き者医様制度に設当しなくなった 印かん、保険証

住わ所っ、た世と帯き主、氏名、続柄などが変 印かん、保険証

の 保t.>険く言4Ezをなくしたり、よごれて使え 印かん険、証身分を証明するもの、使え主くな
ったと吉 ったイ呆

他 修宿学すのため子供が他の市区町村に下 印かん、保険証、在学証明書るとき

旅き行などで別個の保険証がほしいと
印かん、保険証

(保険税の納入は期日内に I1 
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下
さ
い
。
間
違
い
が
あ
れ
ば
役
場
福

祉
課
保
険
係
ま
で
届
け
出
て
訂
正
を

受
け
て
下
さ
い
。

な
お
、
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

保
険
証
の
代
わ
り
に
被
保
険
者
資
格

証
明
書
を
別
の
方
法
で
お
渡
し
し
ま

す。O
保
険
証
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者
の

資
格
証
明
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
医

療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
受
診
券
で

も
あ
る
大
切
な
も
の
で
す
。
日
頃
の

取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
て
大
切
に
保

管
し
て
下
さ
い
。

国
保
の
届
出
は

必
ず
十
四
日
以
内
に

し
ま
し
ょ
う

四
月
は
、
新
社
会
人
や
進
学
す
る

学
生
に
と
っ
て
新
し
い
世
界
に
入
っ

て
い
く
希
望
に
満
ち
た
時
期
で
す
。

転
入
や
転
出
な
ど
人
の
動
き
も
い
ち

だ
ん
と
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
に
伴
っ
て
国
保
に
は
い
る
人

や
国
保
を
や
め
る
人
も
増
え
て
き
ま

す
。
国
保
の
資
格
の
得
喪
及
び
変
更

の
届
(
別
表
参
照
)
は
、
忘
れ
ず
に

必
ず
十
四
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
窓
口
は
福
祉
課
保
険
係

で
す
。

O
新
社
会
人
に
な
ら
れ
た
方
は
:
:
:

職
場
の
健
康
保
険
(
社
会
保
険
)

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
ら

印
か
ん
と
国
保
及
び
新
し
い
社
会
保

険
の
保
険
証
を
持
参
し
て
、
国
保
を

や
め
る
手
続
き
を
と
っ
て
下
さ
い
。

O
進
学
さ
れ
だ
方
(
修
学
の
た
め
親

元
を
離
れ
て
他
市
町
村
に
住
む
こ
と

と
な
る
学
生
)
は
・
:

保
険
証
は
原
則
と
し
て
一
世
帯
一

枚
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

申
請
に
よ
り
特
別
に
@
(
マ
ル
ガ
ク
)

の
保
険
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
続
き
は
印
か
ん
、
保
険
証
及
び
在

学
証
明
書
が
必
要
で
す
。
(
保
険
係
)

窃
の

おはなし

求
め
ら
れ
る
意
欲

東
京
商
工
会
議
所
の
調
査
に
よ
る

と
、
経
営
者
が
若
手
社
員
に
期
待
す

4 

4 

る
資
質
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
の
は

「
意
欲
」
と
か
。
四
月
、
今
年
も
意

欲
に
満
ち
た
多
く
の
若
者
が
社
会
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。

税
金
の
関
係
で
は
、
こ
の
時
間
、

確
定
申
告
を
終
え
て
ホ
ツ
と
ひ
と
息

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
よ
う
か
。

マ
確
定
申
告
の
内
容
を

も
う
一
度
確
認

平
成
二
年
分
の
所
得
税
と
バ
個
人

事
業
者
の
消
費
税
の
確
定
申
告
、
ほ

と
ん
ど
の
方
は
滞
り
な
く
お
済
み
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
も
う
一
度
申
告
内
容
に
間
違
い
が

な
か
っ
た
か
確
-
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
も
し
間
違
い
が
見
つ
か
っ

た
と
き
は
、
次
の
方
法
で
訂
正
し
て

く
だ
さ
い
。

。
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し
い

税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
る
更
正
の
請

求
届
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
聞
は
申

告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
か
ら
、

平
成
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
つ
い
て
は
平
成
四
年
三
月
十
六

日
、
個
人
事
業
者
消
費
税
の
確
定
申

告
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
四
月
一

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

。
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と

き
「
修
正
申
告
」
を
し
て
、
不
足
し

て
い
る
税
金
を
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

。
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

「
期
限
後
申
告
」
を
し
て
税
金
を

納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
、
必
要
な
用
紙
は
税
務

署
に
あ
り
ま
す
。
「
修
正
申
告
」
「
期

限
後
申
告
」
は
気
が
付
い
た
ら
な
る

べ
く
速
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
場

合
に
よ
っ
て
は
延
滞
税
や
加
算
税
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
の

評
価
替
え
に
つ
い
て

平
成
三
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価

替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

土
地
・
家
屋
に
対
し
て
課
す
る
固

定
資
産
税
は
、
三
年
ご
と
の
基
準
年

度
に
限
っ
て
評
価
替
え
が
行
わ
れ
、

土
地
文
は
家
屋
の
価
格
を
決
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
三
年

度
は
、
こ
の
基
準
年
度
に
あ
た
る
た

め
、
三
年
ぶ
り
に
評
価
替
え
が
行
わ

• 

れ
ま
す
。

川
内
町
の
土
地
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
が
示
す
地
価
公
示
価
格

や
売
買
実
例
価
格
な
ど
、
地
価
の
動

向
を
考
慮
し
な
が
ら
近
隣
町
村
の
均

衡
を
と
り
、
愛
媛
県
固
定
資
産
評
価

審
議
会
を
経
て
川
内
町
の
地
目
別
基

準
地
価
格
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
基
き

町
内
の
標
準
地
ご
と
の
価
格
を
決
定

し
ま
し
た
。

-14一

こ
の
結
果
土
地
の
評
価
格
は
宅
地

一・

O
八
七
倍
か
ら
一
・
一
九
倍
、

農
地
は
回
が
一
・

O
二
倍
、
畑
は
一
-

O
二
ニ
倍
、
山
林
は
据
置
き
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
家
屋
に
つ
い
て
も
評

価
評
価
替
え
を
行
い
、
昭
和
五
十
二

年
以
前
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
近
年

の
物
価
等
の
上
昇
率
に
比
べ
て
経
過

年
数
に
よ
る
減
価
率
の
方
が
少
な
い

た
め
平
成
二
年
度
の
価
格
が
据
置
か

れ
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
以
降
の
家

屋
に
つ
い
て
は
減
価
償
却
に
よ
り
前

• 



年
度
価
格
よ
り
下
が
る
家
屋
も
あ
り

ま
す
。こ

れ
ら
の
評
価
額
に
つ
い
て
は
法

律
の
改
正
に
よ
り
四
月
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
の
問
、
縦
覧
に
供
し
て
い

ま
ず
か
ら
税
務
課
の
窓
口
で
縦
覧
を

し
て
下
さ
い
。

川
内
町
の
各
地
目
別
基
準
地
価
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。

宅
地
南
方
五
九
二
番
の
五

一
ぱ
当
り
三
二
呂
円

田

北

方

甲

二

五

八

番

一、
D
D
D
ぱ
当
り
一
三
一
、
自
己
口
円

畑

松

瀬

川

甲

一
八
五
番
の
一

一、口
c
c
d
当

り

宝

、E
C
O

円

山
林
河
之
内
ニ
一
六
苫
番
の
一
=
一
六

一、
c
o
o
d
当
り
言
、
き
ロ
円

固

定

資

産

課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
四
月

一
日
よ
り
四
月
二
十
日
ま
で
の
問
、

役
場
税
務
課
に
お
い
て
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
ご

自
分
の
土
地
や
建
物
の
価
格
を
お
確

か
め
に
な
り
た
い
方
は
、
期
間
中
無

料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
こ
し
下
さ
い
。

れ

金
ー，
‘ー

あれ

年
学
生
も
全
員

国
民
年
金
に

加
入
し
ま
す

四
月
一
日
か
ら
二
十
歳
以
上
の
学

生
の
皆
さ
ん
も
全
員
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
を
と
っ
て

下
さ
い
。

保
険
料
は
月
額
九
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制

度
や
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
便

利
で
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
に
は
、
保
険
料
の
支
払
い
を
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
基
準
は
、
学
生
に
は
収
入

能
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
の
方

よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

免
除
の
手
続
き
を
希
望
さ
れ
る
方

は
役
場
福
祉
課
国
民
年
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-免除される一例

(サラリーマン 4人世帯で学生 l人の場合)

国 公 立 私 立

親と同居 年収約600万円以下 年収約680万円以下

親と別居 年 収約660万円以下 年収約740万円以下

戸
籍
の
窓

(
ニ
月
分
受
付
・
敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二Et3 /¥ オく 同
てミア 住

森 森 ン
手〆 所ヨ

久 幡 野 ン

キ目 渡 白 洲 田
之

能井
保

原 部 石 内 倉
護

一 浩 裕 員 範
者

昭 一 喜 俊 日召 疋{三

長 長 長 長 長 長 続

男 男 女 女 女 男 柄

安 康 名
海

花耶
縁 粋

輝 男 目リ

3 3 3 3 3 3 生. . . . . . 
年

2 2 2 2 2 1 
. . . . . . 月
22 14 18 9 5 25 日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

ガ 宝 ガ ガ 東 ガ 天
リ リ リ リ 住
フ フ フ 中 フ
ヤ ヤ ヤ ヤ 所
荘 泉 荘 荘 村 荘 神

中 佐 菅 佐 高 石
氏

野 神 f自 野 イ白 野 山

ナ カ タ カ 網 カ 貞
てF ヲ 名

カ ン ヨ Jレ 次 ツ 一
96 88 88 80 93 95 84 齢年

中 佐 菅 佐 高 石
世

野 神 イ白 野 イ白 野 山
帯

ナ キ タ カ 清 カ 貞
シ てF ヲ 主

カ ヱ ヨ ノレ 治 ツ

3 3 3 3 3 3 3 死. . . . . . . 亡
2 2 2 2 2 2 2 

年月. . . . . . . 
22 20 10 l 4 3 2 日
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ラ
イ
バ
ル
と
い
ふ
友
あ
り
て
卒
業
す

池

川

水

穂

卒
業
や
通
学
自
転
車
拭
き
納
め

高
須
賀
清
江

声
高
う
返
事
し
卒
業
謹
書
受
く

田
中
乃
武

山
一
つ
責
り
て
留
学
卒
業
す

菅

野

竜

子

若
草
や
幼
な
き
歩
調
に
合
は
す
唄

楠

治

子

万
葉
の
色
と
も
萌
え
て
草
若
し

渡

部

那

美

卒
業
式
一
つ
の
鳴
咽
広
が
り
ぬ

池
川

4月健康センター

5日働 こころの健康相談(センター)

10日(7J<) ツベルクリン反応検査(西谷小、

川上小)

11日同 育児学級(センター)

12日幽 BCG接種(西谷小、JlI上小)

15日間 三種混合予防接種(センター)

17日(村 ツベルクリン反応検査(東谷小、

川内中)

18日休) 1才6カ月児健診(センター)

19日幽 BCG接種(東谷小、川内中)

26日幽 成人健康相談(センター)

29日間 みどりの日

毎月曜日 不用犬買い上げ

毎水曜日 健康相談、栄養相談、妊婦健康相談

母子手帳交付(センター)

機能回復訓練事業(ガラリヤ荘)

当番医

7日(日) 十全病院(南方) 66-5011 

14日(日) 藤石クリニック(志津川) 64← 1234 

21日(日) 西野医院(横河原) 64-2152 

28日(日) 山本内科(北方) 66-2066 

29日伺) 重信クリニック(志津川) 64-1188 

日
一
一
日
れ
し
い
七

若
草
や
焦
げ
香
ば
し
き
握
り
飯

熊

田

慶

一

若
草
野
口
笛
吹
け
ば
戻
る
犬

近

藤

乙

鳥

卒
業
や
明
日
は
父
母
待
つ
ふ
る
さ
と

へ

大

西

律

子

胸
張
っ
て
父
の
母
校
を
卒
業
す

楢

本

君

子

若
草
や
足
裏
に
応
ふ
地
の
温
み

戒

能

芙

沙

潮
騒
を
聞
く
夜
な
り
け
り
雛
の
宿

小

倉

静

波

4 

4 
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